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　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 都市郊外として
の琵琶湖岸の景
観変化－滋賀県
大津市堅田を事
例に

分担執
筆

① 人口と通勤・通
学流動の変化か
らみた草津市に
おけるベッドタ
ウン化の終焉

単著 滋賀県草津市の人口増加が、も
はやベッドタウン化によっても
たらされているのではないこと
を論じた。

都市景観の変化を、郊外化と関
連づけて論じた。

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、日本都市地理学会、日本都市学
会、近畿都市学会

名古屋大学大学院博士後期課程

博士（学術）

最終学歴

（学術論文）

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

2007 奈良大地理13

所属学会

研究課題

都市地理学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

2006年4月　奈良大学講師（現在に至る）

大都市圏構造と就業行動に関する研究

阿部和俊編『都市の
景観地理 日本編2』
古今書院

2007


